
� ��

              
             日本動物学会九州支部（第72 回） 
             九州沖縄植物学会（第69 回） 
             日本生態学会九州地区会（第64 回） 

         合同長崎大会のご案内 
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 表記の三学会合同大会を長崎（長崎大学）で開催することになりました。皆様のご参加を心
よりお待ち申しあげます（当日参加可能）。大会ホームページを開設していますので、ご参照
ください。URL:�https://sites.google.com/site/3society19/ 
 
開催日： 2019年6月1日（土）～ 2日（日） 

スケジュール 
6月1日（土） 
  11：00～11：30 日本動物学会九州支部委員会    A会場３４１番教室 
  11：00～11：30 九州沖縄植物学会委員会      B会場４４２番教室 
  11：30～12：00 日本生態学会九州地区委員会    E会場３４２番教室 
  11：30～      受付 
  12：00～13：00 プロジェクター試写        A会場/B会場/E会場 
  13：00～14：30 一般講演（動物学会）       A会場３４１番教室 
  13：00～14：30 一般講演（植物学会）       B会場４４２番教室 
  13：00～14：30 一般講演（生態学会）       E会場３４２番教室 
  14：30～16：00 高校生ポスター発表        P会場１４１番教室 
  15：30～16：00 日本生態学会九州地区総会     E会場３４２番教室 
  16：00～16：30 日本動物学会九州支部総会     A会場３４１番教室 
  16：00～16：30 九州沖縄植物学会総会       B会場４４２番教室 
  16：30～16：40 高校生ポスター 表彰式      P会場１４１番教室 
  16：45～17：45 特別講演             P会場１４１番教室 
                                   玉置昭夫 氏（長崎大学水産学部） 
            天草・有明海の砂質干潟ベントス群集の長期変化 
  19：00～21：00 懇親会（ホテルセントヒル長崎） 
 
6月2日（日） 
    8：30～      受付 
    9：00～12：00 一般講演（動物学会）       A会場３４１番教室 
    9：30～11：00 一般講演（植物学会）       B会場４４２番教室 
    9：30～11：00 一般講演（生態学会）       E会場３４２番教室 
 
   ＊プロジェクター試写は各会場の講演開始前３０分の間でお願いします。 
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開催場所：長崎大学 文教キャンパス（環境科学部講義棟）   
     〒852-8521 長崎市文教町1-14    
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JR長崎駅から 
・長崎電気軌道  
  「長崎駅前」（赤迫行き）→「長崎大学」下車 （130円） 
・長崎バス      
  「長崎駅前」（１番系統「溝川」,「上床」,「上横尾」行き）→「長崎大学前」下車（160円） 
�

JR浦上駅から 
・長崎電気軌道 
  「浦上駅」（赤迫行き）→「長崎大学」下車 （130円） 
・長崎バス 
  「浦上駅前」（１番系統「溝川」，「上床」，「上横尾」行き）→「長崎大学前」下車（160円） 
�

長崎空港から 
・県営バス 
 「長崎空港４番のりば」（浦上・長大東門経由長崎駅前行き）→「長大東門前」下車（1,000円） 
 「長崎空港４番のりば」（昭和町経由長崎駅前行き）→「長崎大学前」下車（1,000円） 
・長崎バス 
 「長崎空港４番のりば」（住吉・道の尾経由長崎駅前行き）→「長崎大学前」下車（1,000円） 
 
 注意：駐車スペースが限られておりますので、公共交通機関を利用してお越しください。 
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大会参加費等 
【大会参加費（講演要旨集1部の代金含む）】 
  一般： 4,000円 
  学生： 2,000円 
  高校生およびその引率者は無料 
  要旨集のみの別売り：１部1,000円 
 

一般講演 
・一般講演は口頭発表で行います。 
・発表時間は、質疑応答の時間も含めて15分間です。終了時刻の5分前に1鈴、3分前に2鈴、
終了時に3鈴を鳴らします。時間厳守でお願いします。 
・発表用パソコンは各自でご持参ください（プロジェクターへの出力端子はミニD-sub15pin
端子のみ用意しています）。 
注意：MacBook 等、特殊な接続ケーブルが必要な場合は、各自でご持参下さい。 
 
高校生ポスター発表 
・ポスターの最大サイズはA0（縦1189 mm×横 841 mm）とします。 
・ 6月1日（土）１４時３０分までに掲示してください。掲示に必要な画鋲は、受付に用意し
てありますのでご利用ください（数に限りがありますのでなるべく持参をお願いいたしま
す）。 
・ 同日14：30～16：00にポスター前で発表および質疑応答を行なっていただきます。一般
の参加者は、是非積極的に討論、アドバイスをお願いします。 
・ポスターは同日16：30 までに撤去してください。 
・ 高校生および引率者は、空き時間に特別講演や一般講演の口頭発表を自由に聞くことがで
きます。口頭発表中の入退室は可能ですが、発表の妨げにならないようにお願いします。休憩
室も利用できます。 
 
昼食等 
・大学構内の食堂（生協）は、６月1日（土）の10：00 ～ 14：00（売店）、10：30 ～
13：30（食堂）の間のみ営業しています。６月2日（日）は営業しておりませんのでご注意
ください。なお、近くにコンビニエンスストア（3軒）、ファミリーレストラン（3軒）等が
あります。 
 
クローク 
・クロークは以下の時間帯に利用可能です。 
 １日（土）   12:00～18:30 
 ２日（日）     8:30～12:30 
・荷物の引き取りは、必ず時間内にお願いします。なお、建物内にはオートロックにより、所
定の入口以外からは入れなくなりますので、ご注意ください。 
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ネットワーク 
・文教キャンパス内では、無線 LANが利用できます。SSID とパスワードは会場でお知らせ
します。 
 

懇親会 
・６月1日（土）19：00より、下記にて行います。 
ホテルセントヒル長崎（長崎市筑後町4-10） TEL 095-822-2251 
JR長崎駅前から東へ徒歩で約8分 
・懇親会場内には荷物置き場を用意します。 
 
                                                                                  
                                              
                    https://www.saint-hill.jp/ 
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